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(論文審査の要旨)  
学士（工学），修士（工学）鐵本智大君提出の学位論文は「Tailoring optical resonances in photonic 


























び TMモードのいずれでも 104を超える Q値をもつことが示され，これらの二つのモードが直交
性をもつことが確認されている．また，光の入出力に用いるナノ光ファイバの直径やシリカナノ
ビーム共振器との間の距離を調整することで，最大で 96%の結合効率を達成し，さらには共振モ
ードの波長や Q値のチューニングが可能であることが示されている． 
第 6章では，スペクトル領域で重なりを持つ二つの直交した共振モードをもつシリカナノビー
ム共振器の設計が示されている．円偏光の局在が可能であることを数値解析により明らかとし，
偏波無依存化が可能であることが示されている． 
第 7章では，各章で得られた知見がまとめられ，本研究の総括が行われている． 
以上要するに，本研究はナノ光ファイバを用いた微小光共振器と光ファイバとの高効率な光結
合と，微小光共振器の特性のチューニングを同時に達成する新たな手法を示したものであり，光
エレクトロニクス分野において，工学上，工業上寄与するところが少なくない．よって，本論文
の著者は博士（工学）の学位を受ける資格があるものと認める． 
 
 
学識確認結果 
 
学位請求論文を中心にして関連学術について上記審査会委員および総合デザイ
ン工学特別研究第２（電気電子工学専修）科目担当者で試問を行い，当該学術
に関し広く深い学識を有することを確認した． 
また，語学（英語）についても十分な学力を有することを確認した． 
 
